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地
下
水
の
電
全
疇
備
に
向
け
て
取
り
組
み

を
連
鎖
て
い
書
す

～
蠣
鴨
市
で
惨
輸
下
水
の
電
全
を
疇
儀
す
る
た
め
鐘
鴨
鴫
に
土

壌
や
水
貫
の
教
柵
を
行
っ
て
い
き
す
～

山
砂
利
採
取
地
内
で
使
用
さ
れ
た
再
生
土
の
一
加
が
産
業
廃
棄
物

と
認
定
さ
れ
た
り
、
雷
業
所
内
の
井
戸
か
ら
環
境
基
準
を
超
え
る
批

素
や
水
銀
が
検
出
さ
れ
る
な
ど
心
配
さ
れ
る
事
態
が
発
生
し
て
い
ま

す
。城

陽
山
砂
利
採
取
地
整
備
公
社
の
「
土
壌
・
地
下
水
の
保
全
に
係

る
審
鍍
金
」
の
横
山
委
員
長
（
同
志
社
大
学
名
誉
教
授
）
は
、
「
大
規

模
汚
染
の
可
能
性
は
低
い
」
と
判
断
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
引

き
横
き
経
過
鶴
集
を
行
い
、
地
下
水
の
安
全
確
保
に
努
め
ま
す
。

え
る
物
質
は
検
出
さ
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
市
議
会
で
は
撤
去
の

決
議
が
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
現

在
さ
ら
に
調
査
箇
所
を
増
や
し

て
土
壌
の
検
査
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す

【
批
彙
・
水
銀
検
出
】

圃
凰事

業
所
内
の
井
戸
か
ら
環
境
基

準
を
超
え
る
北
東
や
水
銀
が
検
出

さ
れ
ま
し
た
や
な
お
、
青
谷
川
か

ら
は
検
出
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

門
家
の
コ
メ
ン
ト

【
再
生
土
搬
入
問
慮
】

蘭
凰砂

利
採
取
事
業
所
内
の
防

災
調
節
池
の
え
ん
堤
の
補
強
な

ど
に
使
わ
れ
た
再
生
土
　
（
建
設

汚
泥
を
固
化
処
理
し
た
リ
サ
イ

ク
ル
製
品
）
　
の
一
部
（
1
∧
∪
ト

ン
ダ
ン
プ
約
3
0
0
0
台
分
）

が
固
化
処
理
が
不
十
分
で
あ
っ

た
な
ど
と
し
て
、
京
都
府
が
産

業
廃
棄
物
と
認
定
し
、
排
出
業

者
を
告
発
し
た
も
の
。
な
お
、

府
は
、
土
壌
の
安
全
を
確
認
し
、

念
の
た
め
覆
土
の
措
置
を
指
導

し
て
い
ま
す
。

闇
凰

市
で
は
、
搬
入
さ
れ
た
再
生

土
と
搬
入
さ
れ
た
場
所
に
隣
接

す
る
防
災
璃
節
池
の
水
質
検
査

を
実
施
し
ま
し
た
。
検
査
の
結

果
は
い
ず
れ
も
環
境
基
準
を
超

採水 日
破棄 水銀

Ａ事業 所 Ｂ事業所 Ｃ事業所

Ｈ 17 ．12 ．19 0 ．0 22 0 ．0 11

Ｈ 18 ．1．3 1 0 ．0 14 0 ．0 10

Ｈ 18 ．4．28 基 準値 未満 基準値未満

Ｈ 18 ．6 ．26 基準値 未満 基準値未満 0．00 12

Ｈ 18 ．8 ．29 不検 出

Ｈ 18 ．9 ．20 0 ．0 1 3 0 ．0 12

Ｈ 18 ．10 ．1 3 0 ．0 1 6 0 ．0 17

Ｈ18 ．11．10 0 ．0 19 0 ．0 14 不検 出

基準値 は、磯 煮 ：0．0 1 ｍ ｇ／ ｌ以下

水銀：0．0005ｍｇ／也以下

審
議
会
の
横
山
委
員
長
は
、

枇
素
に
つ
い
て
は
「
周
辺
環
境

へ
の
汚
染
は
み
ら
れ
な
い
」
、

「
今
後
と
も
大
規
模
汚
染
は
認

め
ら
れ
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、

監
視
の
継
続
が
望
ま
れ
る
」
。
ま

た
、
水
銀
に
つ
い
て
は
　
「
再
検

査
で
検
出
し
て
い
な
い
事
実
か

ら
大
規
模
汚
染
の
可
能
性
が
低

い
と
判
断
で
き
る
」
「
今
後
と
も

大
規
模
汚
染
の
可
能
性
は
認
め

ら
れ
な
い
と
思
わ
れ
る
」
　
と
判

断
さ
れ
て
い
ま
す
。

閻
困
㈲
岨

市
で
は
、
今
後
も
当
該
井
戸

の
検
査
を
継
続
的
に
行
う
と

と
も
に
水
銀
が
検
出
さ
れ
た

井
戸
の
周
辺
の
土
壌
の
検
査

を
行
う
な
ど
原
因
究
明
に
努

め
ま
す
。

ま
た
、
採
取
跡
地
全
体
の
土

壌
の
検
査
の
実
施
、
埋
戻
や
地

下
水
の
監
視
強
化
に
つ
い
て

も
進
め
ま
す
。



水
道
水
は
安
全
で
す

りよだ政市里成18年（2006年）12月5日

①
水
質
検
査
体
制

上
下
水
道
部
で
は
、
水
道
水

の
安
全
を
保
証
す
る
た
め
に
毎

日
検
査
、
毎
週
検
査
、
毎
月
検

査
、
3
ヵ
月
検
査
及
び
毎
年
検

査
等
の
水
質
検
査
を
行
っ
て
い

ま
す
。水

質
検
査
項
目
は
、
水
道
法

等
に
基
づ
き
、
水
質
基
準
5
0

項
目
、
水
質
管
理
目
標
設
定
2

4

項

目

（

農

薬

類

1

0

1

項

目

を
含
む
）
及
び
本
市
独
自
の
水

質
検
査
項
目
と
ｔ
て
い
ま
す
。

原
水
（
地
下
水
）
の
水
質
検
査

は
、
浄
水
場
別
と
し
て
い
ま
す

が
、
今
年
度
に
つ
い
て
は
、
取

水
井
（
井
戸
）
別
の
水
質
検
査
を

実
施
し
ま
し
た
。
浄
水
の
水
質

検
査
は
、
浄
水
系
統
、
配
水
区

域
及
び
京
都
府
営
水
道
別
と
し

て
い
ま
す
。

水
質
検
査
頻
度
は
、
水
道
法

及
び
原
水
水
質
の
特
徴
等
に
よ

り
項
目
別
に
設
定
し
ま
す
。
平

成

1

8

年

度

は

、

延

べ

3

5

1

検

体

、

3

7

0

0

項

目

余

り

も

の
水
質
検
査
を
実
施
し
て
い
ま

す
。毎

日
検
査
を
除
い
て
、
す
べ

て
水
質
検
査
を
厚
生
労
働
省
登

録
検
査
機
関
へ
委
託
し
て
、
水

道
水
が
安
全
で
あ
る
こ
と
を
確

認
し
て
い
ま
す
の
で
、
安
心
し

て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

②
浄
水
処
理
工
程

東
部
地
域
に
あ
る
第
1
．
浄
水

場
及
び
第
2
浄
水
場
は
、
原
水

（
地
下
水
）
の
水
質
が
良
好
で
あ

る
た
め
、
原
水
中
の
砂
を
除
去

し
、
消
毒
剤
等
を
注
入
し
て
配

水
し
て
い
ま
す
。

西
部
地
域
に
あ
る
第
3
浄
水

場
は
原
水
（
地
下
水
）
に
若
干
の

鉄
・
マ
ン
ガ
ン
を
含
む
た
め
、

急
速
ろ
過
系
統
及
び
自
然
ろ
過

系
統
に
よ
り
消
毒
剤
等
の
注
入

を
含
む
浄
水
処
理
を
行
い
配
水

し
て
い
ま
す
。

浄
水
処
理
工
程
は
下
の
図
の

と
お
り
で
す
。

第3浄水場　浄水処葦里工程図

急
速
ろ
過
池

第1浄水場、第2浄水場浄水処理工程圃

配
水
池

亘
ｌ
浄
水
採
水

Ⅱ
雷
水
井

緑
砂
機

亘
1
ヽ
康
水
採
水

取
水
井

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

市

民

の

皆

さ

ま

の

ご

意

見

を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
は
が
き
、

手
紙
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
ご

意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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